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(2) 留学生の実態 

※ここでの図表の出所はすべて、(独)日本学生支援機構「平成 21 年度 私費外国人留学

生生活実態調査」（平成 22 年 8 月）による。 

① 留学の目的 

「学位を取得する」が 54.6%で最も多く、「就職に必要な進んだ技能や知識を身に付け

る」が 54.0%、「国際的な経験をつんで、国際的な人脈を作りたい」が 47.4%、「日本語の能

力を高めたい」が 41.5%、「国際的な考え方を身に付けたい」が 33.0%となっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、平成 17 年度は、複数回答数制限が設けられていなかった。 

② 日本を留学先として選んだ理由 

「日本社会に興味があり、日本で生活がしたかったため」が 53.1%と最も多く、次いで

「日本語・日本文化を勉強したかったため」が 46.4%、「日本の大学等の教育、研究が魅

力的と思ったため」が 33.2%となっている。 

図表  2-25：留学の目的（複数回答） 

図表  2-26：日本を留学先として選んだ理由 
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③ 留学後の日本に対する印象 

「良くなった」が 68.4%、「悪くなった」が 3.8%である。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 留学後の日本人に対する印象 

「良くなった」が 60.3%、「悪くなった」が 5.8%である。 

 
 
 
 
 
 

⑤ 日本に留学しての全体的な印象 

「良かった」が 85.1%と最も多く、「悪かった」が 1.4%である。 

 
 
 
 
 
 
 

図表  2-27：留学後の日本に対する印象 

図表  2-28：留学後の日本人に対する印象 

図表  2-29：日本に留学しての全体的な印象 
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⑥ 在日年数別の日本に留学しての全体的な印象 

在日年数が 1 年未満で「良かった」は 85.2％、「悪かった」が 2.0％であるが、6 年以上

では「良かった」が 89.2％、「悪かった」が 0.5％となり、在日年数が増えると「良かった」の

割合が増えていく傾向にある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑦ 留学後の苦労 

「物価が高い」が 80.0%で最も多く、次いで「日本語の習得」が 36.2%、「日常生活におけ

る母国の習慣（生活習慣、宗教上の習慣等）との違い」が 28.7%、「宿舎等を探すこと」が

25.0%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表  2-30：在日年数別の日本に留学しての全体的な印象 

図表  2-31：留学後の苦労 
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⑧ 卒業後の進路希望 

「日本において就職希望」が 56.9%で最も多く、次いで「日本において進学希望」が

44.6%となっており、継続して日本に住み続けることを望む学生が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、平成 17 年度は、複数回答数制限が設けられていなかった。 

⑨ 在籍段階別卒業後の進路希望 

「日本において就職希望」が大学院博士課程・博士後期課程において 50.1%、大学院

修士課程・博士前期課程において 56.7%、学部正規課程において 63.4%であり、教育課

程が上がるにしたがって減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表  2-32：卒業後の進路希望（複数回答） 

図表  2-33：在籍段階別卒業後の進路希望（複数回答） 
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⑩ 専攻別卒業後の進路希望 

「医・歯学」、「その他」、「不明」を除いた全ての分野で、「日本において就職希望」が最

も多い（ただし、「農学」では「日本において就職希望」が「日本において進学希望」と同数

となっている）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 「日本において就職希望」の回答者の就職希望職種 

「海外業務」が 43.4%で最も多く、次いで「貿易業務」が 41.7%、「翻訳・通訳」が 34.8%と

なっている。 

 
 
 
 

※なお、平成 17 年度は、複数回答数制限を設けていなかった。 
 

図表  2-34：専攻別卒業後の進路希望（複数回答） 

図表  2-35：「日本において就職希望」の回答者の就職希望職種（複数回答） 
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⑫ 在籍段階別「日本において就職希望」の回答者の就職希望職種 

大学院博士課程・博士後期課程では、「学校などの教育」が 48.7%と最も多く、大学院

修士課程・博士前期課程では「海外業務」、「貿易業務」がそれぞれ 56.7%、46.2%と多

い。学部正規課程では、「海外業務」、「貿易業務」がそれぞれ 51.1%、48.9%と多く、大学

院修士課程・博士前期課程と同様の傾向を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表  2-36：在籍段階別「日本において就職希望」の回答者の就職希望職種 
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⑬ 専攻分野別「日本において就職希望」の回答者の就職希望職種 

「人文科学」、「教育」は「翻訳・通訳」が最多、「社会科学」では「貿易業務」が最多、

「理学」、「農学」、「家政」は「海外業務」が最多、「工学」、「薬学」では「技術開発」が最

多、「医・歯学」は「調査研究」が最多である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表  2-37：専攻分野別「日本において就職希望」の回答者の就職希望職種（複数回答） 
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⑭ 「日本において就職希望」の回答者の就職活動時の要望 

「留学生を対象とした就職に関する情報の充実」が 71.9%と最も多く、次いで「企業にお

いてもっと留学生を対象とした就職説明会を開催してほしい」が 46.6%となっており、留学

生が就職活動をするにあたって企業及び就職に関する情報が不足している状況であるこ

とがわかる。また「在留資格の変更手続きの簡素化、手続き期間の短縮化」も 40.3%となっ

ており、在留資格の変更手続きが留学生にとって負担となっていることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※なお、平成 17 年度は、複数回答数制限が設けられていなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表  2-38：「日本において就職希望」の回答者の就職活動時の要望（複数回答） 
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